
（ 1 ） No.1 1 5 2 令和 5 年 11 月 10 日 発 行

2023年
月号11

発 行 所・ 産 業 通 信 株 式 会 社

〒 103-0001   東 京 都 中 央 区 日 本 橋

小  伝  馬  町  17 - 17

7～6378）2663（30☎

　        　 FAX 　 0 3（3661）  7 3 1 7

Eメール info@mekkishinpou.jp
発行人・中　　  島　　 新 一 郎
編集人・梶　　  山　   英    樹
発行日・毎月 1 回　  発行 10 日

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

113×232

『CEATEC AWARD 2023』受賞者決定
　デジタルイノベーションの総合展示会「CEATEC 2023」（幕張メッセ／ 10 月 17
～ 20 日／主催：一般社団法人 電子情報技術産業協会）に展示された技術／製品／
サービス等を対象とする「CEATEC AWARD 2023」の受賞者が発表された。

　

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
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Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
は
、
日
本
中
、
世

界
中
の
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
集
ま
る
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
、
特
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
性
が
高
く

優
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ

た
作
品
に
授
与
さ
れ
る
。

　

優
れ
た
技
術
を
世
に
出

す
こ
と
で
、
新
た
な
価
値

と
市
場
の
創
造
・
発
展
に

貢
献
し
、
産
業
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
に
生
み
出
さ

れ
た
こ
の
ア
ワ
ー
ド
は
、

最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
多
様
な
課
題
解

決
を
は
か
り
、
人
び
と
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
っ
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で

き
る
、
豊
か
な
暮
ら
し
と
強
靭
な
社
会
づ

く
り
に
最
も
寄
与
す
る
と
評
価
さ
れ
る
応

募
案
件
を
選
考
す
る
。

●
ア
ド
バ
ン
ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
：

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
向
け

た
新
た
な
技
術
や
研
究
開
発
、
そ
れ
を
含

む
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

等
を
広
く
対
象
と
し
て
選
考
す
る
。

●
デ
バ
イ
ス
部
門
：
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
の
実
現
を
支
え
る
要
素
技
術
や
そ
れ
に

用
い
ら
れ
る
デ
バ
イ
ス
及
び
そ
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、
ま
た
は
そ
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト

を
対
象
と
し
て
選
考
す
る
。

●
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
：
先
進
的
な
技

術
・
製
品
等
を
開
発
し
、
そ
れ
を
市
場
に

投
入
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
社
会

実
装
を
目
指
す
大
学
・
研
究
機
関
か
ら
の

応
募
案
件
を
対
象
と
し
て
選
考
す
る
。

●
コ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
（
共
創
）
部
門
：

独
自
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
多
様
な
産
業
・

業
種
の
企
業
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
向
け
共

創
す
る
案
件
を
広
く
対
象
と
し
て
選
考
す

る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
部
門
：
国
外
か
ら
の
出
展

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
特
に
具
体
的
実

現
性
や
社
会
へ
の
貢
献
性
、技
術
的
高
さ
・

世
界
で
の
市
場
性
等
の
観
点
か
ら
評
価
さ

れ
る
も
の
を
表
彰
す
る
。

関
係
学
会
や
メ
デ
ィ
ア
、
省
庁
な
ど
が
厳

正
な
る
審
査
を
行
う
、
権
威
あ
る
賞
と
な

っ
て
い
る
。

　

各
部
門
の
概
要
は
次
の
通
り
。

●
総
務
大
臣
賞
：
情
報
通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
デ
ー
タ
・
Ａ
Ｉ
技
術
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
技

術
の
高
度
利
活
用
や
、
地
域
社
会
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
利
活
用
な
ど
に
よ
り
、
Ｃ
Ｐ

Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
社
会
の
進
展
と
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
、
最
も
寄
与
す
る

と
評
価
さ
れ
る
応
募
案
件
を
選
考
す
る
。

●
経
済
産
業
大
臣
賞
：
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
を
用
い
て
、
新

た
な
価
値
を
生
み
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
社

会
の
進
展
と
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の

実
現
に
最
も
寄
与
す
る
と
評
価
さ
れ
る
応

募
案
件
を
選
考
す
る
。

●
デ
ジ
タ
ル
大
臣
賞
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
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本            社　〒 120-0047 東京都足立区宮城 1-35-11
東日本営業所   TEL 03-5959-6701  FAX 03-5959-6711
西日本営業所　〒 510-0051 三重県四日市市千歳町 1-52
                     TEL 059-353-5094   FAX 059-354-8688
群 馬 工 場  〒 370-0426 群馬県太田市世良田町 3023

（ 加 工 部 門 ）   TEL 0276-40-7150   FAX 0276-40-7152

みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

CEATEC AWARD 2023 大臣賞

CEATEC AWARD 2023 部門賞

総務大臣賞：㈱東芝／空間セキュリティマネジメントソリューション

デ
ジ
タ
ル
大
臣
賞
：
㈱
ザ
ク
テ
ィ
／
世
界
最
小
最
軽
量
級
の
カ
メ
ラ
が
「
働
く
」
を
変

え
る
。リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン"Xacti LIVE(

ザ
ク
テ
ィ
ラ
イ
ブ)"

経
済
産
業
大
臣
賞
：
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ッ
ク
㈱
／
金
属
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト

印
刷
技
術
を
用
い
た
環
境
負
荷
低
減
Ｐ
Ｃ
Ｂ

アドバンストテクノロジ部門グランプリ：
京セラ㈱／高品質な GaN 系微小光源を作製
するための micro-LED ／ micro- レーザー用
独自基板と新工法

アドバンストテクノロジ部門準グランプリ：
㈱ Preferred Networks ／省電力 AI プロセッ
サー MN-Core™ シリーズ

アドバンストテクノロジ部門準グランプリ：
マクタアメニティ㈱／「おいしさを見える
化」が創る未来の食卓 ～野菜・果物・茶葉
などのスマホ等での撮影画像からのＡＩ解
析による食味判定と情報化～

デバイス部門グランプリ：
国立大学法人香川大学 JST-CREST ／指先
が持つ繊細な感覚を可視化するマルチフィ
ジクス・ナノ触覚センシング

デバイス部門準グランプリ：
パナソニック グループ／ガラス建
材一体型 ペロブスカイト太陽電池

グローバル部門準グランプリ：
Cardiomo ／カーディオモ ～遠
隔での心臓モニタリングを実現
する AI ヘルスケアソリューショ
ンの開発～

グローバル部門グランプリ：
R2C2 Limited ／ ARC SYSTEM

スタートアップ部門準グランプリ：
TopoLogic㈱／TL-SENSING™ 
～人肌や吐息さえも高速検知。

「熱」を可視化して異常現象を
0.01 秒キャッチ～

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
：

メ
ト
ロ
ウ
ェ
ザ
ー
㈱
／
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

社
会
を
支
え
る
小
型
高
性
能
ポ
ー
タ
ブ
ル
ド

ッ
プ
ラ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー

コ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部
門
準
グ
ラ
ン
プ
リ
：

㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
／
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す
、
ト

イ
レ
の
こ
と
「A-SPEC

」

コ
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
：

㈱
大
林
組
／
建
設
段
階
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
基

盤C
O

N
N

EC
TIA

活
用
に
よ
る
現
場
Ｄ
Ｘ
実
現
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

半
導
体
純
水
タ
ン
ク
、
洗
浄
槽

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
同
社
の

オ
ー
ダ
ー
に
合
わ
せ
て
最
適
な

樹
脂
選
択
を
行
っ
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加

工
・
成
型
・
製
作
し
た
製
品
は
、

複
雑
な
形
状
に
も
加
工
・
成
型

す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
絶
縁
必
須
設
備
に
お

い
て
優
れ
た
性
質
を
も
っ
て
い

る
た
め
、
め
っ
き
工
場
の
め
っ

き
槽
や
洗
浄
槽
、
薬
注
タ
ン
ク

や
貯
蔵
タ
ン
ク
等
に
使
用
さ

れ
、
後
付
け
加
工
で
の
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｘ
等
の
加
工
や

補
修
も
行
っ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
は
ど
の
よ
う
な
場
所

や
、
形
状
に
も
加
工
、
成
型
が

可
能
と
な
る
た
め
、
現
場
で
の

変
更
・
追
加
や
保
守
・
補
修
が

可
能
。
同
社
製
品
は
日
本
企
業

の
海
外
工
場
に
も
採
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
海
外
に
出
張
し
て

加
工
や
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

南
越
化
成

信
頼
と
信
用
を
か
た
ち
に

設
置
場
所
や
形
状
を
問
わ
ず
、

　
　
　
　
　
　

海
外
で
も
活
躍
https://minamisyou.co.jp/

企業紹介

南澤拓也代表

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加
工
・
成
型
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
合

同
会
社
南
越
化
成
（
南
澤
拓
也
代
表
社
員
／
〒
３
１
５
・
０
１
２
１
茨
城
県
石
岡

市
真
家
４
２
２
）
は
「
誠
実
・
誠
心
・
誠
意
」
を
社
是
と
し
て
掲
げ
、「
信
頼
と
信

用
を
か
た
ち
に
」
を
企
業
モ
ッ
ト
ー
に
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
え
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
品
の
加
工
・
成
型
・
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

【天 然 鉱 物 使 用 凝 集 剤】
<ECOHEREｼﾘｰｽﾞ>

1) 自然に優しい天然鉱物使用
2) 一剤添加・攪拌で短時間での凝集沈殿
3) フロックの脱水性良好

➡
処理前 処理後

<取扱店 >

延岡本社　　　　TEL0982-24-1161　　（担当 ：川崎）

東京支社　　　　TEL03-4235-3151　　（担当 ：中村）

福岡支社　　　　TEL092-263-7522　　（担当 ：中嶋）

“水処理でお困りの際は、お気軽にご相談下さい”
（お問合せ先）　　https://www.kiyomoto.co.jp

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
）
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
よ

り
も
軽
く
、
鉄
よ
り
も
硬
い
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
酸

や
ア
ル
カ
リ
な
ど
の
各
種
化
学

薬
品
の
影
響
が
き
わ
め
て
少
な

く
、
耐
蝕
性
や
耐
久
性
に
優
れ

て
い
て
、
軽
量
で
、
高
い
強
度
・

優
れ
た
耐
食
性
・
耐
候
性
、
加

工
の
多
様
性
な
ど
、
数
多
く
の

特
質
を
持
ち
、
特
に
各
種
液
体

の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
材
料
と
し
て

最
適
の
素
材
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
タ
ン
ク
は
塩
酸
、
硫

酸
、
苛
性
ソ
ー
ダ
を
は
じ
め
と

す
る
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
工
業

薬
品
の
貯
蔵
、
混
合
・
反
応
等

の
用
途
に
最
適
で
、
貯
槽
、
反

応
槽
、
希
釈
槽
、
撹
拌
槽
、
メ

タ
ン
発
酵
槽
、
混
合
槽
、
酸
、

ア
ル
カ
リ
、
塩
類
、
廃
水
、
湯
、

　2023 年のシリコンウェーハ世界出荷面積は 125 億 1200 万平方インチと 14％減少
し、過去最高だった 2022 年の 145 億 6500 万平方インチから落ち込むものの、ウェ
ーハおよび半導体需要が回復することによる在庫レベルの正常化に伴い、2024 年には
回復するという年次シリコン出荷予測を発表した。半導体需要の継続的な低下と厳しい
マクロ経済状況が 2023 年の落ち込みを後押ししている。
　AI、ハイパフォーマンス・コンピューティング（HPC）、5G、自動車、産業用アプリ
ケーションをサポート
するためにシリコン需
要が増加するにつれて、
ウェーハ出荷枚数は過
去最高を更新し、2024
年 の 反 発 の 勢 い は
2026 年まで続くと予
想される。（出典：SEMI 
2023 年 10 月）

シリコンウェーハの世界出荷面積、
2023 年の減少から 2024 年には回復へSEMI
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ブース位置：Ｗ－３５

ブースにてＷＳエマルジョン洗浄デモ実施中！
お気軽にブースお立ち寄りください。ご来場お待ちしております！

炭化水素系高機能洗浄剤：HCシリーズ、ノンハロゲン非引火性洗浄剤：ＨＡシリーズ

東
ソ
ー
㈱
が
「
２
０
２
３
洗
浄
総
合
展
」
に
出
展

　

総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
の
東
ソ

ー
㈱
で
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
必
要
不
可
欠

な
「
産
業
洗
浄
」
の
専
門
展
示

会
「
２
０
２
３
洗
浄
総
合
展
」

（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト 

西
ホ
ー

ル
／
11
月
29
日
～
12
月
1
日
）

に
出
展
（
ブ
ー
ス
№
Ｗ

－

35
）

す
る
。
今
回
の
見
ど
こ
ろ
は
、

次
の
通
り
。

・
Ｈ
Ｃ

－

Ｗ
Ｓ
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン

洗
浄
デ
モ
実
施
／
幅
広
い
汚
れ

や
除
去
が
難
し
い
汚
れ
に
も
抜

群
の
洗
浄
効
果
を
発
揮
す
る
当

社
Ｗ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
を
用
い
た
エ

マ
ル
ジ
ョ
ン
洗
浄
の
仕
組
み
と

効
果
を
披
露
。

・
同
ブ
ー
ス
内
に
お
い
て
洗
浄

剤
専
門
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
洗
浄
相
談
／
同
社
の
50
年
に

わ
た
る
洗
浄
事
業
か
ら
培
っ
て

き
た
知
見
を
も
と
に
各
社
の
課

題
に
対
し
て
安
全
で
最
適
な
洗

浄
技
術
の
提
案
。

・
Ｈ
Ａ
エ
ア
ゾ
ー
ル
サ
ン
プ
ル

配
布
／
各
種
法
令
に
非
該
当
で

生
産
現
場
の
様
々
な
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ
て
い
る

Ｈ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
の
ス
プ
レ
ー
缶

サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
て
、
す
ぐ

に
各
社
の
現
場
で
効
果
を
実
感

で
き
る
。

【
同
社
出
展
コ
メ
ン
ト
】

炭
化
水
素
系
高
機
能
洗
浄
剤

「
Ｈ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」及
び
ノ
ン
ハ

ロ
ゲ
ン
非
引
火
性
洗
浄
剤
「
Ｈ

Ａ
シ
リ
ー
ズ
」
を
展
示
／
Ｈ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
：
油
性
油
か
ら
水
溶

性
油
、
ワ
ッ
ク
ス
、
グ
リ
ー
ス

等
除
去
が
難
し
い
汚
れ
ま
で
対

応
で
き
る
各
種
グ
レ
ー
ド
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
、安
全
性
が
高
く
、

汚
れ
と
の
蒸
留
分
離
が
容
易
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
に
寄

与
／
Ｈ
Ｃ

－

Ｗ
Ｓ
エ
マ
ル
ジ

ョ
ン
洗
浄
：
油
性
油
、
水
溶
性

油
、
炭
化
水
素
で
は
除
去
が
難

し
い
乾
燥
汚
れ
や
バ
フ
カ
ス
な

ど
に
対
し
て
も
高
い
除
去
性
能

を
発
揮
／
Ｈ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
：
消

防
法
、
有
機
則
、
特
化
則
、
Ｐ

Ｒ
Ｔ
Ｒ
す
べ
て
非
該
当
で
人
体

に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
洗
浄

剤
、
各
種
汚
れ
に
対
応
可
能
。

Ｗ
Ｓ
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
洗
浄
デ
モ
や
、

技
術
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
洗
浄
技
術
を
提
案

　カリフォルニア大学サンディエゴ校 (UC San Diego) の研
究者は、水から汚染物質をきれいにするための持続可能で環
境に優しいソリューションを提供できる新しいタイプの材料
を開発した。
　「改良生物材料」と呼ばれるこの構造は、海藻ベースのポリマと、様々な有機汚染物質を良
性分子に変換する酵素を変換するように遺伝子操作されたバクテリアを組み合わせた 3D プ
リント構造。バクテリアはまた、お茶やチョコレートによく見られるテオフィリンと呼ばれ
る分子があると自己破壊するように遺伝子操作されている。これは、それらが仕事をした後
にそれらを排除する方法を提供している。
　研究チームは、Nature Communications掲載論文で新しい除染材料について説明している。
　「革新的なのは、ポリマ材料と生物学的システムを組み合わせて、通常の合成材料では不可
能な方法で機能し、刺激に応答できる生体材料の作成である」と、研究を共同主導したカ UC 
San Diego のナノエンジニアリング教授、Jon Pokorski は話している。
この研究は、UC San Diego 材料研究科学工学センター (MRSEC) のエンジニア、材料科学
者、生物学者間の協働だった。
　「この協働により、シアノバクテリアの遺伝学と生理学に関する知識を適用して、生きた材
料を作成することができた」と、生物科学部のメンバー、Susan Golden は話している。「今、
われわれはシアノバクテリアに新しい機能を組み込んで、より有用な製品を作ることについ
て創造的に考えることができる」。
この研究で生きた材料を作るために、研究チームは海藻由来の天然ポリマ、アルギン酸塩を
使用し、それを水和させてゲルを作り、シアノバクテリアとして知られる水に住む光合成細
菌の一種と混合した。
　混合物を 3D プリンタに供給。3D プリントされた様々な形状を材料としてテストした後、
研究チームは、グリッド状の構造がバクテリアを生き続けるのに最適であることを発見した。
選択された形状は表面積と体積の比率が高く、ほとんどのシアノバクテリアを材料の表面近
くに配置して、栄養素、ガス、光にアクセスする。
表面積の増加はまた、除染でその材料をより効果的にする。
　概念実証実験として、研究チームは、材料中のシアノバクテリアを遺伝子操作して、ラッ
カーゼと呼ばれる除染酵素を継続的に生成した。研究によると、ラッカーゼはビスフェノー
ル A(BPA)、抗生物質、医薬品、染料など、さまざまな有機汚染物質を中和するために使用で
きる。この研究では、研究チームは、その材料を使用して、染料ベース汚染物質インディゴ
カルミンを除染できることを実証した。インディゴカルミンは、繊維産業でデニムを着色す
るために広く使用されている青色染料。試験では、材料は染料を含む水溶液を脱色した。
　研究チームは、汚染物質が除去された後にシアノバクテリアを排除する方法も開発した。チ
ームは、テオフィリンと呼ばれる分子に反応するようにバクテリアを遺伝子操作した。その
分子は、バクテリアが細胞を破壊するタンパク質を生成するためのトリガーとなる。

「生きている物質は関心のある汚染物質に作用し、その後に小分子を追加して細菌を殺すこと
ができる。このようにして、遺伝子組み換えバクテリアが環境に残っているという懸念を軽
減できる」と Pokorski は、述べている。
　研究チームは、好ましい解決策は、化学物質を添加することなくバクテリアに自己破壊さ
せることであると指摘している。これは、この研究の今後の方向性の一つとなる。

「われわれの目標は、すでに環境に存在する刺激に反応する材料を作ることである」と述べて
いる。（出典：Laser Focus World Japan）HC-WS エマルジョン洗浄は、水切りグレードの HC-WS シリーズに水を加え、超音波等でエマ

ルジョン化（HC-WS 中に水が微細な液滴となって分散した状態）させた液中で洗浄する方法

超音波 エマルジョン化

排水 分離 静置WS は繰り返し
使用可能

3Dプリントされた
「生きている材料」、汚染水を浄化
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ニッケル等液中潜水用、簡易防水用等多種
あります。規格寸法の他に特殊電圧、寸法
もあります。

デジタル自動温度調節器

有限会社シンワ電熱 〒 132-0025　東京都江戸川区松江 2-29-14
TEL:03-5607-1187       FAX:03-5607-1182
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経
団
連
は
９
月
19
日
、東
京
・

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
、
労

働
法
規
委
員
会
労
働
法
企
画
部

会
（
田
中
憲
一
部
会
長
）
と
労

働
時
間
制
度
等
検
討
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
（
田
中
輝
器
座

長
）の
合
同
会
合
を
開
催
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
「
新
し
い
時
代

の
働
き
方
に
関
す
る
研
究
会
」

を
設
置
し
、
働
き
方
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
の
個
別
・
多
様
化
や
人

口
構
造
の
変
化
等
の
社
会
変
化

を
踏
ま
え
、
今
後
を
見
据
え
た

労
働
基
準
法
制
の
課
題
に
つ
い

て
幅
広
く
議
論
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
同
省
労
働
基
準
局
労
働

条
件
政
策
課
の
澁
谷
秀
行
課
長

か
ら
、
同
研
究
会
報
告
書
の
中

間
取
り
ま
と
め
に
関
す
る
説
明

を
聴
い
た
。
概
要
は
次
の
と
お

り
。

■
個
人
と
企
業
の
関
係
の
変
化

と
、
労
働
基
準
法
制
の
見
直
し

の
視
点

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
急

速
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
人

口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
の
深

刻
化
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
個
々
の
価
値
観
や

生
活
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
働

き
方
を
希
望
す
る
人
が
増
加

し
、
働
き
方
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
個
別
・
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
働
き
方
を
希

望
す
る
働
く
人
個
人
に
は
、
自

ら
に
あ
っ
た
働
き
方
・
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
志
向
し
つ
つ
企
業
に

貢
献
す
る
こ
と
が
、
他
方
で
企

業
に
は
、
労
働
者
の
希
望
に
応

じ
て
個
別
・
多
様
な
働
き
方
を

実
現
で
き
る
環
境
整
備
が
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
変
化
を
踏
ま
え
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
基
準
法

制
に
は
、
労
働
基
準
行
政
が
果

た
し
て
き
た
労
働
者
を「
守
る
」

役
割
を
維
持
し
つ
つ
、
労
働
者

の
多
様
な
選
択
や
自
発
的
な
能

力
開
発
、
成
長
を
「
支
え
る
」

役
割
が
求
め
ら
れ
る
。

■
新
し
い
時
代
に
即
し
た
労
働

基
準
法
制
の
方
向
性

　

検
討
会
で
は
、
主
に
五
つ
の

点
か
ら
今
後
の
労
働
基
準
法
制

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
第
１
に
、
企
業
を
取
り

巻
く
環
境
や
働
く
人
の
ニ
ー
ズ

が
個
別
・
多
様
化
す
る
な
か
で

も
、
労
使
対
等
の
原
則
や
均
衡

待
遇
な
ど
、
労
働
基
準
法
制
の

基
本
原
則
は
変
わ
ら
な
い
基
盤

で
あ
る
こ
と
。
第
２
に
、
労
働

者
の
健
康
確
保
は
企
業
の
責
務

で
あ
る
も
の
の
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
な
ど
多
様
な
働
き
方
が
進

展
す
る
な
か
で
、
個
々
の
労
働

者
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
た

労
働
者
の
健
康
管
理
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
的
な

検
討
を
要
す
る
こ
と
。
特
に
時

間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働

き
方
を
し
て
い
る
人
な
ど
は
、

例
え
ば
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ
チ
な

ど
で
自
身
の
健
康
保
持
増
進
を

主
体
的
に
行
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
。
第
３
に
、
働
く
人

の
選
択
・
希
望
の
反
映
に
向
け

た
制
度
の
柔
軟
化
に
向
け
て
、

賃
金
や
待
遇
に
つ
い
て
の
労
働

者
間
の
公
平
性
・
納
得
性
の
確

保
や
、
企
業
が
多
様
な
働
く
人

の
声
を
吸
い
上
げ
て
労
働
条
件

に
反
映
で
き
る
集
団
的
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
が
課
題
と
な
る
こ

と
。
第
４
に
、
労
働
基
準
法
制

が
守
ら
れ
、
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、
法
制
度
を

シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
。

最
後
に
、
働
き
方
が
個
別
・
多

様
化
す
る
な
か
で
も
効
果
的
・

効
率
的
な
監
督
指
導
が
で
き
る

よ
う
、
労
働
基
準
監
督
行
政
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
も
検
討
し
て
い

る
こ
と
。
例
え
ば
、
事
業
場
の

臨
検
監
督
を
前
提
と
し
な
い
監

督
指
導
の
あ
り
方
や
、
企
業
に

労
働
条
件
等
の
情
報
開
示
を
積

極
的
に
求
め
る
と
い
っ
た
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
―
―
な
ど
で
あ
る
。

■
企
業
と
働
く
人
に
期
待
す
る

こ
と

　

新
し
い
時
代
の
働
き
方
の
実

現
に
向
け
て
は
、
法
制
度
の
み

な
ら
ず
、
個
々
の
企
業
・
働
く

人
の
行
動
も
重
要
と
な
る
。
今

後
、
企
業
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
の
視
点
を
も
っ
て
活
動
す

る
こ
と
や
、
人
的
資
本
投
資
等

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、

労
使
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
将
来
像

な
ど
価
値
観
の
共
有
が
求
め
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
働
く
人
に
は
、
自
ら

が
働
き
方
を
選
択
で
き
る
よ

う
、
健
康
保
持
増
進
や
労
働
基

準
法
制
の
理
解
・
活
用
に
取
り

組
む
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ

る
。
企
業
の
パ
ー
パ
ス
や
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
将
来
像
、
そ
れ
に
適

し
た
人
材
像
な
ど
に
つ
い
て
、

働
く
人
の
側
か
ら
の
積
極
的
な

情
報
収
集
や
価
値
観
の
共
有
も

重
要
で
あ
る
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
能
率
協

会
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
・
中
村
正
己
会
長
）

は
、
同
協
会
が
提
供
す
る
新
入

社
員
向
け
公
開
教
育
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
を
対
象
に
、
仕
事
や

働
く
こ
と
に
対
し
ど
の
よ
う
な

意
識
を
持
っ
て
い
る
か
調
査
を

行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
４
月

４
日
～
11
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
で
実
施
し
、
６
５
７
人

か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

［
ト
ピ
ッ
ク
ス
］

①
理
想
だ
と
思
う
上
司
、
先
輩

の
第
１
位
は
、「
仕
事
に
つ
い
て

丁
寧
な
指
導
を
す
る
上
司
・
先

輩
」
79
・
０
％

②
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
の
不

安
に
つ
い
て
、ト
ッ
プ
３
は「
上

司
・
同
僚
な
ど
職
場
の
人
と
う

ま
く
や
っ
て
い
け
る
か
」「
仕
事

に
対
す
る
現
在
の
自
分
の
能

力
・
ス
キ
ル
」「
仕
事
で
の
失
敗

や
ミ
ス
」

③
仕
事
上
で
抵
抗
を
感
じ
る
事

例
の
第
1
位
は
「
上
司
や
先
輩

か
ら
の
指
示
が
曖
昧
で
も
、
質

問
を
し
な
い
で
、
と
り
あ
え
ず

作
業
を
進
め
る
」
で
83
・
７
％

④
「
機
会
が
あ
れ
ば
転
職
・
独

立
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
新

入
社
員
は
30
・
１
％

⑤
転
職
を
考
え
る
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
第
1
位
は
「
会
社
の
将

来
性
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
と

き
」
78
・
４
％
、第
２
位
は
「
社

風
や
企
業
文
化
が
自
分
に
合
わ

な
い
と
感
じ
た
と
き
」
72
・
４

％
、
第
３
位
は
「
昇
給
（
月
給

が
上
が
る
こ
と
）
が
見
込
め
な

い
と
き
」
59
・
０
％

⑥「
未
来
の
日
本
社
会
は
暗
い
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
65
・
８
％

⑦
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
う

点
の
第
1
位
は
学
習
能
力
（
他

者
や
経
験
か
ら
学
ぶ
力
）で
62
・

８
％

⑧
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
進
化
は
、
自
身
の

職
業
人
生
に
プ
ラ
ス
と
考
え
る

新
入
社
員
が
90
・
２
％

［
結
果
を
受
け
て
の
コ
メ
ン
ト
］

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
入
社
当

初
か
ら
約
３
割
が
転
職
、
独
立

を
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
上
司
や
職
場
で
の
丁
寧
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
安

を
減
ら
し
、
退
職
を
防
ぐ
た
め

に
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

退
職
を
考
え
る
要
因
と
し

て
、
会
社
の
将
来
性
や
社
風
が

上
位
で
あ
り
、
採
用
時
の
丁
寧

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
不
安
な

点
や
強
化
し
て
い
き
た
い
点
は

属
性
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
一
概
に
「
新
入
社
員
だ

か
ら
」
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に

括
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
寄
り
添
い
方
が
重
要
。

　

新
社
会
人
を
受
け
入
れ
る
人

事
・
配
属
先
の
先
輩
社
員
ま
た

は
管
理
職
は
、
育
成
の
観
点
か

ら
要
諦
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

配
属
先
で
の
丁
寧
な
指
導
は

当
然
で
、
傾
聴
や
言
行
一
致
、

ま
た
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
と
い
っ
た
行
動
に
も
目
は
向

け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
要
求
水
準
に
応
え
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
支
援
す
る
の
が
人

事
の
役
割
。
新
入
社
員
の
育
成

に
は
全
社
で
協
力
で
き
る
環
境

づ
く
り
も
重
要
。

出
典
：
２
０
２
３
年
度
「
新
入

社
員
意
識
調
査
」（
一
般
社
団
法

人
日
本
能
率
協
会
）

新
し
い
時
代
の
働
き
方
経
団
連

2023年度 新入社員意識調査

新入社員の理想の上司・先輩は「丁寧に指導する人」が約 8 割
「任せて見守る」「リスクを取る」上司を理想とする新入社員は２割弱
転職を考えるポイントは「昇給」より「会社の将来性」

一般社団法人日本能率協会
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一
般
社
団
法
人
表
面
技
術
協

会
（
松
永
守
央
会
長
）
で
は
、

来
春
開
催
さ
れ
る
第
１
４
９
回

講
演
大
会
（
２
０
２
４
年
３
月

５
・
６
日
：
工
学
院
大
学 

八
王

子
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
講
演
登
壇

者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

講
演
内
容
は
、「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
講
演
募
集
テ
ー
マ
」
が
、“
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
技
術
と
表
面
処
理

（
企
画
：
学
術
委
員
会
）”“
機
能

創
出
の
た
め
の
表
界
面
制
御
技

術
の
新
展
開
（
企
画
：
ヘ
テ
ロ

界
面
制
御
部
会
）”“
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
野
に
お
け
る
マ
イ

ク
ロ
・
ナ
ノ
表
面
技
術
の
新
展

開
（
企
画
：
表
協
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
部
会
）”“
新
し
い
め
っ

き
技
術

－

特
に
非
水
溶
媒
で

の
め
っ
き
に
つ
い
て
（
企
画
：

将
来
め
っ
き
技
術
検
討
部

会
）”“
陽
極
酸
化
の
１
０
０
年

と
最
近
の
進
歩
（
企
画
：
ア
ノ

ー
ド
酸
化
皮
膜
の
機
能
化
部

会
）”。

　
「
講
演
分
野
の
分
類
」
は
、表

面
の
物
理
的
被
覆
に
関
わ
る
分

野
（
物
理
蒸
着
、
溶
射
、
溶
融

め
っ
き
、
吸
着
、
塗
布
・
塗
装
、

泳
動
電
着
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
イ

オ
ン
注
入
、
拡
散
被
覆
、
そ
の

他
）、表
面
の
化
学
的
被
覆
に
関

わ
る
分
野
（
化
学
蒸
着
、
電
気

め
っ
き
・
電
鋳
、
無
電
解
め
っ

き
、
ア
ノ
ー
ド
析
出
、
熱
分
解
・

ゾ
ル-

ゲ
ル
法
、
熱
処
理
：
酸

化
・
窒
化
・
炭
化
、
ア
ノ
ー
ド

酸
化
、
化
成
処
理
、
そ
の
他
）、

表
面
か
ら
の
物
質
除
去
に
関
わ

る
分
野
（
機
械
研
磨
・
研
削
、

化
学
研
磨
・
電
解
研
磨
、
化
学

エ
ッ
チ
ン
グ
・
電
解
エ
ッ
チ
ン

グ
、
気
相
エ
ッ
チ
ン
グ
、
電
解

加
工
、
洗
浄
、
そ
の
他
）、
表
面

処
理
の
実
務
に
関
わ
る
分
野

（
プ
ロ
セ
ス
管
理
：
省
力
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
検
査
・
品
質
管
理
、

作
業
環
境
対
策
、
廃
ガ
ス
・
廃

水
・
廃
棄
物
対
策
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
対
策
、
工
場
設
備
・
機

器
・
部
品
、
そ
の
他
）、
表
面
技

術
に
関
連
す
る
諸
分
野
（
表
面

解
析
・
表
面
分
析
、
表
面
物
性
、

表
面
機
能
応
用
：
触
媒
，
セ
ン

サ
ー
な
ど
、
電
析
応
用
：
金
属

微
粉
、
腐
食
・
防
食
、
微
細
加

工
プ
ロ
セ
ス
：
半
導
体
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
：
電
池
な
ど
、
そ

の
他
）。

講
演
申
込
要
領
は
、次
の
通
り
。

⑴
発
表
形
式

一
般
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お

よ
び
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

い
ず
れ
か
。

⑵
講
演
種
別

学
術
講
演
（
学
術
的
視
点
に
立

つ
発
表
）、
ま
た
は
技
術
講
演

（
技
術
的
視
点
に
立
つ
も
の
で
、

新
し
い
結
果
を
含
ん
で
い
れ
ば

断
片
的
な
発
表
で
も
可
。）の
い

ず
れ
か
。

⑶
講
演
分
野

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
募
集
テ
ー

マ
、
ま
た
は
講
演
分
野
の
分
類

に
示
す
分
類
を
参
照
し
、
最
も

適
切
と
思
わ
れ
る
講
演
分
野
を

選
択
。

⑷
発
表
資
格

申
込
者
、
登
壇
者
は
会
員
（
団

体
正
会
員
に
所
属
の
個
人
を
含

む
）
に
限
る
の
で
、
事
前
に
入

会
手
続
き
を
完
了
し
て
お
く
こ

と
。
こ
れ
以
外
の
共
同
発
表
者

は
非
会
員
で
も
差
し
支
え
な

い
。

⑸
講
演
申
込
方
法

表
協
の
特
別
サ
イ
ト（https://

w
w

w
.sfj.or.jp/m

eeti
ng/149/register.html

）か
ら

講
演
申
込
書
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記
入
、

講
演
申
込
書
フ
ァ
イ
ル
を
添
付

し
、
第
１
４
９
回
講
演
大
会
係

あ
て
送
信
す
る
。（E-mail

：me
eting@

sfj.or.jp

）

講
演
申
込
締
切
は
２
０
２
３
年

12
月
５
日
㈫
。

な
お
、
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
を

参
照
の
こ
と
。

●
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
表
面
技
術
協
会

☎
03
・
３
２
５
２
・
３
２
８
６

第
１
４
９
回
講
演
大
会（
２
０
２
４
年
春
）

一
般
社
団
法
人
表
面
技
術
協
会

講
演
募
集
中

第 47 回「SEMICON Japan 2023」
入場登録・セミナー受付中

～世界の半導体産業の最新トレンドをリアルの場で紹介～

　

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
（
本
部
：
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ミ
ル
ピ
タ
ス
）
は
、
２
０
２
３
年

12
月
13
日
～
15
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
す
る
、
世
界
を
代
表
す
る
マ
イ
ク

ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
造
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
国
際
展
示
会
「
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｎ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

２
０
２
３
」
の
入
場

登
録
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
の
受

け
付
け
を
開
始
し
た
。

　

半
導
体
製
造
工
程
の
全
域
に
わ
た
る
２

０
０
０
以
上
の
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し

て
、
昨
年
を
上
回
る
規
模
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
を
集
め
た
昨

年
に
続
い
て
、
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

お
よ
び
基
盤
実
装
分
野
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
集
結
す
る
「
Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ　

Ｐ
ａ
ｃ
ｋ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ　
ａ
ｎ
ｄ　

Ｃ
ｈ

ｉ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ　

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ
（
Ａ
Ｐ
Ｃ

Ｓ
）」
を
今
年
も
同
時
開
催
。
展
示
、イ
ベ

ン
ト
そ
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
世
界

の
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
産
業
の
最

新
技
術
と
市
場
動
向
を
知
る
絶
好
の
機
会

を
提
供
す
る
。

　

会
場
は
昨
年
よ
り
さ
ら
に
ス
ペ
ー
ス
を

拡
張
し
て
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示

棟
全
体
の
１
～
８
ホ
ー
ル
で
開
催
。
今
年

の
目
玉
と
な
る
企
画
展
示
・
セ
ミ
ナ
ー
は

以
下
の
通
り
。

＜業界の第一線で活躍するスピーカーによるキーノート講演＞
自由民主党半導体戦略推進議員連盟会長の甘利 明氏、Rapidus 株式会社取締役会長の東 哲郎氏が登壇
予定。さらに、先端半導体の研究開発で話題を集める IBM Research の Dario Gil（ダリオ・ジル）氏
をはじめ、Intel、アプライドマテリアル、imec、ソニーセミコンダクタソリューションズなど、グロ
ーバル半導体産業に関わるトッププレイヤーが議論を展開する。
＜人材開発＆スタートアップ支援の展示・イベント＞
・半導体関連の研究成果の発表の中から優れた研究を表彰する「アカデミア Award」を 2022 年に続
いて第 2 回を開催。
・高専生の若きアイデアにあふれた技術や研究成果を展示する「The 高専」
・多様性、公平性、包括性のパネルディスカッション「Women in Business」
・若手社員による３日間のハッカソン「TECH CAMP」
・スタートアップ企業エリア
・東京大学松尾研究室の協力によるセッション
＜マイクロエレクトロニクス製造サプライチェーンの市場を俯瞰する講演・セミナー＞
・国内トップ証券アナリストによる人気セッション「Bulls&Bears」
・SEMI マーケットフォーラム
・半導体材料市場セミナー
＜国際的な政策・法規制、サステナビリティについて議論するセッション＞
・業界の本格的な会合として初めての「半導体サステナビリティフォーラム」
・国際ＥＨＳ規制適合セミナー
＜リアルイベントならではのリアルなコミュニケーションの場＞
・人気 YouTuber「ものづくり太郎」氏によるトークセッション
・e-Sports スタープレイヤーを招いたスペシャルイベント
・来場者参加によるネットワーキングイベント
＜半導体の進化が実現する新しいライフスタイルの提案「SEMICON STUDIUM」＞
体験型インスタレーション、４足歩行ロボット、空飛ぶクルマ、e-spots などの最新テクノロジーを体
感できる企画展示を予定している。
　さらに、歴代の iPhone を分解して内部を紹介する「iPhone LIVE 分解ショー」や次のコンピュータ
ーアーキテクチャとして注目が続いている量子コンピューターをテーマにした「量子コンピューティン
グフォーラム」など、数々の見逃せない企画を用意している。

SEMICON Japan 2023 の展示会、セミナー / イベントへ参加するには、SEMICON 
Japan の公式 Web サイト（ https://www.semiconjapan.org/ ）にて事前申込が必要。

■ SEMICON Japan 2023 について
持続可能性、サプライチェーンマネジメント、人材育成、その他業界の重要課題に関する最新動向や革
新的技術に関するインサイトを深めるために開催されるイベント。エレクトロニクスの設計・製造エコ
システム、アカデミア、政府からオピニオンリーダーを招き、基調講演やビジネスセミナーを主催して
いる。日本での開催は今年で 47 回目を迎え、第 1 回開催時から時代の先端を担う半導体テクノロジー
とその動向を日本の関係者紹介している。近年は、DX 時代を支える先端技術のコアとしての半導体を
主軸に、半導体産業における製造技術、装置、材料をはじめ、自動車や IoT 機器、医療機器などの応用
分野まで、国内でも類を見ない幅広いトピックをカバーするイベントとして展開している。

広告のご用命は
03(3662)8736

新年号 広告募集案内
SURTECH 出展社特集

新年吉例・名刺広告

広告申込み締め切り：12 月 14 日
広告原稿と記事原稿締め切り：12 月 20 日
詳しくはお問い合わせください。

申込み締め切り：12 月 14 日
代表者の方のお名刺を添えて、お申し込みください。
掲載料：10000 円（税別）広告のご用命は

03(3662)8736
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近
年
、
車
両
電
動
化
の
急
加

速
に
伴
い
、
バ
ッ
テ
リ
温
度
管

理
や
空
調
と
の
協
調
制
御
、
高

熱
流
束
除
去
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
計
測
評
価
技
術
と
熱

流
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
～
シ

ス
テ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
広
く
深
い
Ｃ
Ａ
Ｅ
ベ
ー
ス
の

設
計
技
術
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
。
伝
熱
技
術
部
門
委
員
会

で
は
「
車
両
電
動
化
を
支
え
る

伝
熱
技
術
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

電
池
の
熱
挙
動
評
価
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
シ
ス

テ
ム
、
エ
ン
ジ
ン
搭
載
車
の
熱

マ
ネ
に
関
す
る
講
演
を
行
う
。

ま
た
、
公
開
委
員
会
に
先
駆
け

て
、
午
前
中
に
は
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
自
動
車
研
究
関
連

設
備
の
見
学
会
を
行
う
。

［
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
］

見
学
：
つ
く
ば
中
央
事
業
所 

東

地
区 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
部

門
他
、
水
素
燃
焼
・
ア
ン
モ
ニ

ア
燃
焼
と
そ
の
利
用 

／
着
火
・

燃
焼
特
性
評
価
装
置
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
）
／
エ
ン
ジ
ン
評
価
の
た
め

の
防
爆
実
験
室
、
大
容
量
レ
ド

ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
電
池
の
研
究
開

発
～1.5Kwh 
ベ
ン
チ
ス
ケ
ー

ル
評
価
装
置

話
題
提
供
①
：「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
発
熱
挙
動
評
価
」 
産

業
技
術
総
合
研
究
所 

齋
藤 

喜

康 

氏
話
題
提
供
②
：「
先
進
的
エ
ン
ジ

ン
を
対
象
と
し
た
廃
熱
回
収
と

早
期
暖
機
」 

日
本
自
動
車
研
究

所 

成
毛 

政
貴 

氏

話
題
提
供
③
：「
流
れ
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御

に
向
け
た
技
術
開
発
」 

産
業
技

術
総
合
研
究
所 

中
井
公
美 

氏

参
加
募
集
要
項
は
次
の
通
り
。

【
日
時
】：
12
月
８
日
㈮
10
時
30

分
～
16
時
30
分

【
会
場
】：
国
立
研
究
開
発
法
人 

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（ htt

ps://www.aist.go.jp/ 

）

（
公
開
委
員
会
）：
つ
く
ば
中
央

事
業
所 

共
用
会
議
室 

中
ホ
ー

ル（
見
学
会
）：
つ
く
ば
中
央
事
業

所 

東
地
区

【
主
催
】公
益
社
団
法
人
自
動
車

技
術
会

【
企
画
】伝
熱
技
術
部
門
委
員
会

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
締
切
日
】：
２
０
２
３
年

11
月
30
日
㈭　

先
着
順
受
付
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
申
込
方
法
】
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（https://tech.jsae.or.jp/op
encom

/E
ntry.aspx?

id=0116

）
よ
り
申
し
込
む
。　

●
問
合
せ
先
：
技
術
交
流
事
業

課　

tech@
jsae.or.jp

「
車
両
電
動
化
を
支
え
る
伝
熱
技
術
２
」

見
学
会
＆
公
開
委
員
会 

参
加
者
募
集

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術
会

　

経
団
連
（
十
倉
雅
和
会
長
）

は
９
月
11
～
15
日
、
出
雲
充
審

議
員
会
副
議
長
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
委
員
長
と
郡
司
典
子
企
業

行
動
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
企
画

部
会
長
を
共
同
団
長
と
し
、
18

社
31
人
か
ら
成
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
、
２
０
１
９
年
以

来
4
年
ぶ
り
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
お
よ
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
派
遣
し
た
。

　

２
０
２
３
年
は
、
２
０
３
０

年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

折
り
返
し
地
点
に
あ
た
る
重
要

な
年
で
あ
る
。
９
月
18
・
19
の

両
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
本
部
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

17
目

標
の
進
捗
状
況
の
レ
ビ
ュ
ー
を

目
的
に
、
各
国
首
脳
が
参
加
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

各
訪
問
先
で
、
経
団
連
お
よ
び

日
本
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た
う
え
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
サ
ミ

ッ
ト
直
前
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
進
捗
に

関
す
る
最
新
状
況
や
今
後
の
課

題
、連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

国
連
幹
部
や
国
際
機
関
と
対
話

を
深
め
た
。

　

ま
た
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
へ
の
取
り
組
み
や
Ａ
Ｉ
倫
理

等
を
含
む
課
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
リ

ー
ド
す
る
テ
ッ
ク
企
業
と
活
発

に
意
見
交
換
し
た
。
概
要
は
次

の
と
お
り
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
と
日
本
企

業
へ
の
期
待

　
「
国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
進
捗
報
告

書
２
０
２
３
」
に
よ
れ
ば
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
う
ち
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
も
の
は
わ
ず
か

15
％
に
す
ぎ
ず
、
37
％
は
行
き

詰
ま
っ
て
い
る
か
後
退
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
危
機
に
瀕
し

て
い
る
。

　

ナ
ビ
ド
・
ハ
ニ
フ
国
連
経
済

社
会
局
事
務
次
長
補
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
に
投
資
を
必

要
と
し
て
い
る
国
々
に
投
資
が

行
わ
れ
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
し
、
年
間
５
０
０
０
億
ド

ル
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
刺
激
策
や
国
際

金
融
機
関
改
革
の
必
要
性
を
指

摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
日
本

企
業
に
対
し
て
、
社
会
を
変
え

る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
投
資
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
日
本
企
業
が
持
つ
技
術

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
知
見
の

活
用
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

た
。

　

ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
国

連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
総

裁
か
ら
は
、
日
本
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
国
民
的
議
論
と
す
る
過
程

で
、
経
団
連
が
「
Ｓ
ｏ
ｓ
ｉ
ｅ

ｔ
ｙ 

５
・
０ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
を
通
じ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
へ
の

謝
意
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

経
団
連
と
の
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）

に
基
づ
き
、
協
働
を
さ
ら
に
強

化
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
へ
の
取
り

組
み

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
と
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
る
人
権
の
尊
重

に
つ
い
て
、
米
国
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
評
議
会
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｂ
）
か

ら
、
国
家
が
負
う
人
権
保
護
の

義
務
を
多
国
籍
企
業
に
転
嫁
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る

こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。

　

民
間
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
推
進
団
体
で
あ
るBusiness 

for Social Responsibility

（BSR

）
か
ら
、
近
年
急
速
に

注
目
を
集
め
て
い
る
Ａ
Ｉ
と
人

権
の
問
題
は
、
デ
ー
タ
の
収
集

と
開
発
、
販
売
、
使
用
の
全
段

階
で
起
き
る
た
め
、
そ
の
責
任

は
、
Ａ
Ｉ
を
開
発
す
る
側
の
テ

ッ
ク
企
業
と
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る

ユ
ー
ザ
ー
側
の
両
方
に
あ
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

［
主
な
懇
談
先
］

国
際
機
関
：
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
パ
ク
ト
（
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
）、国

連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｆ
）、ハ
ニ
フ
国
連
経
済
社
会
局

事
務
次
長
補
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

日
本
政
府
：
石
兼
公
博 

国
連
日

本
政
府
常
駐
代
表
特
命
全
権
大

使 民
間
組
織
：Global Impact In

vesting N
etwork

（G
IIN

）、

U
SCIB

、BSR

、
国
際
会
計
基

準
（IFRS

）
財
団

企
業
：M

organ Stanley Cap
ital International

（M
SCI

）、

Google

、U
ber

、Box

、Sale
sforce

、Autodesk

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
米
国
に
派
遣

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
た
め
の
課
題
や
連
携
の
あ
り
方
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
へ
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換

瑶子女王殿下が総裁を務
め、一般社団法人日本自動
車工業会の主催で、一般社
団法人日本自動車部品工業
会（JAPIA）、一般社団法人
日本自動車車体工業会（JA
BIA）、一般社団法人日本自
動車機械器具工業会（JAM
TA）、一般社団法人日本自
動 車 販 売 協 会 連 合 会

（JADA）、日本自動車輸入
組合（JAIA）が共催する「JAPAN MOBILITY SHOW 2023」が 10 月 26 日～ 11 月 5 日に東
京ビッグサイトで開催された。
　新型コロナウィルス感染拡大のために 2021 年の開催が中止となり、４年ぶりの開催となった
同展は、今回から名称を変更し、新生「JAPAN MOBILITY SHOW 2023」として、ショーコン
セプトを「みんなで一緒に未来を考える場」と掲げ、FUTURE、GREEN、DREAM の 3 つのキ
ーワードを軸に、各企業が目指したい未来を一方的に見せるのではなく、来場者ともに、本当に
目指したい未来を考える場になるような構成で開催された。
　さらに、新生「JAPAN MOBILITY SHOW 2023」は、モビリティの枠を超えて、他産業やス
タートアップなど新しい仲間と一緒に作る企画として、「Tokyo Future Tour」、「Startup Futu
re Factory」、「Japan Future Session」の 3 つのシンボルコンテンツを発表。詳細報告につい
ては、次号でお届けする。

トピックス
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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

　

中
小
企
業
庁
は
、
２
０
２
３

年
版
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模

企
業
白
書
を
公
表
し
た
（
書
店

に
て
発
売
中
）。今
年
の
白
書
で

は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
動
向
に
加
え
て
、
中
小
企

業
が
変
革
の
好
機
を
捉
え
て
成

長
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要
な
取

り
組
み
や
、
小
規
模
事
業
者
が

地
域
課
題
を
解
決
し
、
持
続
的

な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
必
要

な
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

企
業
事
例
を
交
え
て
分
析
を
行

っ
て
い
る
。

競
合
他
社
と
異
な
る
価
値
を
創

出
す
る
「
戦
略
」
と
、
構
想
と

実
行
の
核
で
あ
る
「
経
営
者
」

　

中
小
企
業
白
書
で
は
、
企
業

の
中
長
期
的
な
成
長
に
向
け

て
、
競
合
他
社
と
異
な
る
価
値

を
創
出
す
る
た
め
の
「
戦
略
」

と
、
構
想
と
実
行
の
核
で
あ
る

「
経
営
者
」
に
着
目
し
て
い
る
。

戦
略
に
つ
い
て
は
、
競
合
他
社

と
異
な
る
価
値
創
出
の
あ
り
方

を
反
映
し
た
戦
略
の
構
想
や
実

行
を
通
じ
て
差
別
化
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
お
り
（
図
1
）、経
営
者
に
つ

い
て
は
、
経
営
者
仲
間
と
の
積

極
的
な
交
流
を
通
じ
て
企
業
の

成
長
意
欲
を
喚
起
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
（
図
2
）。

地
域
課
題
解
決
の
取
組
に
必
要

な
「
事
業
の
社
会
的
意
義
の
検

討
・
伝
達
」
と
「
複
数
地
域
へ

の
展
開
」

　

地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
な

ど
の
構
造
的
な
課
題
が
顕
在
化

す
る
中
、
事
業
者
に
よ
る
地
域

課
題
解
決
の
取
り
組
み
へ
の
注

目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
小
規
模
企
業
白
書
で

は
地
域
課
題
解
決
の
取
り
組
み

を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。

　

収
支
の
確
保
や
円
滑
な
資
金

調
達
は
、
地
域
課
題
解
決
を
事

業
と
し
て
持
続
的
に
取
り
組
む

上
で
必
要
。
こ
う
し
た
持
続
的

な
取
り
組
み
の
実
現
に
向
け

て
、
事
業
者
は
あ
ら
か
じ
め
事

業
の
社
会
的
意
義
を
検
討
し
た

上
で
、
そ
の
意
義
を
資
金
提
供

者
に
も
提
示
す
る
（
図
3
）
と

と
も
に
、
自
治
体
な
ど
と
の
連

携
を
進
め
な
が
ら
、
複
数
地
域

へ
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ら
れ
る
（
図
4
）。

生
産
性
向
上
の
共
通
基
盤
と
な

る
「
取
引
適
正
化
」、「
価
格
転

嫁
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
」、「
伴
走

支
援
」

　

先
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な

時
代
に
お
い
て
は
、
個
々
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生

産
性
向
上
な
ど
の
前
提
と
な
る

社
会
基
盤
が
重
要
。
こ
う
し
た

共
通
基
盤
と
し
て
、
取
引
適
正

化
と
価
格
転
嫁
、デ
ジ
タ
ル
化
、

経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
感

染
症
前
と
比
べ
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
取
り
組
み
段
階
は
進
展
し
つ

つ
あ
る
こ
と
（
図
5
）
や
、
経

営
力
再
構
築
伴
走
支
援
の
取
り

組
み
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が

重
要
で
あ
る
こ
と
（
図
6
）
を

示
し
て
い
る
。

変
革
の
好
機
を
捉
え
て
成
長
を

遂
げ
る
た
め
に

　

２
０
２
３
年
版
中
小
企
業
白

書
・
小
規
模
企
業
白
書
（
全
文
）

で
は
、
本
稿
で
は
紹
介
し
き
れ

な
か
っ
た
分
析
も
数
多
く
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
企
業
や
支
援
機

関
の
事
例
も
豊
富
に
取
り
上
げ

て
い
る
。

変
革
の
好
機
を
捉
え
て
成
長
を
遂
げ
る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者

２
０
２
３
年
版
中
小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書


